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ḁ ῇ

農泊をРЅКІρΰοם☼πΦϥ の構築、

ḢΊЀрГрБχ Φ Ϋ等に要する経費を支援
（地域協議会の設立・運営、地域資源を活用した体験プロクラム・食事メニュー開発等）

新たな取組に必要となる ∙χᾼ に要する経費を支援

事業実施主体:地域協議会 等
事業実施期間:2年間
交付率:定額
上限: 1年目、2年目とも500万円/ 年

事業実施主体:地域協議会 等
事業実施期間:2年間
交付率:定額
上限: 1年目、2年目とも250万円/ 年

˴

ӽ‰ ᴟ
ⱧỘ

①ϱрНϳрЖ ᴂ
Wi-Fi、キャッシュレス、多言語対応、トイレ洋式化、インバウンド向け食事開発等

②‰ ᴥᴣ ᴟ ᴂ( ʾὂḢ)
地元食材を活用した食事メニュー開発
景観・歴史・伝統文化等を活用した体験プロクラム開発等

③м˔Ͼ˔Єдр ᴂ
Wi-Fi、オフィス環境(机、椅子、アクリル板等)整備、企業等への情報発信等

農泊推進事業完了地区を対象に、集客力の向上等
農泊経営の高度化を目指す地域協議会に対して支援

事業実施主体:地域協議会 等
事業実施期間:最大2年間
交付率:① 定額等

②③ 1/2
上限: ① 200万円

② 100万円
③ 100万円

➁＋③ 150万円

ἷˢ ╦ẫ ọῖ Ỳˣ

◕ ʾ ᶋ ἷ☼ם
古民家等を活用した ∕☼ 、 ᾓῖ ☼ 、

ẫᴪйІЕжр の整備に要する経費を支援

事業実施主体:市町村・中核法人 等
事業実施期間:原則2年以内
交付率: 1/2
上限: 新設の場合2,500万円(国費) 等
※条件によって加算措置あり

ᴪ Ὂְּי ἷ☼ם
ᴪ Ὂְּי が現在営んでいる ☼ χᵠ に要する経費を

支援
※農家民泊から農家民宿に転換する場合は、転換促進費の活用が可能

事業実施主体:連携体
事業実施期間:原則1年以内
交付率: 1/2
上限: 原則 1,000万円/ 経営者(国費)

１地域当たり5,000万円

< ソフト対策 >

< ハード対策 >
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農泊（農山漁村地域で地域資源を活用し滞在型旅行を推進）の提案書を作成する前の自己チェック表

協議会等名：

注意：提案書を作成する前に自己チェックを行ってください。国が応援・支援する農泊とはどのようなものか。ご理解いただけると思います。

Ⱨ‮

ⱧỘχ ① 農泊により地域の活性化（地域の所得向上、地域の雇用創出、
地域の食の安定供給により、地域へ儲け)を推進したい。

① 個人や一部の団体の儲け。

② 農泊を推進したい。 ② 目的は何でもよく補助金を貰いたい。

③ 農泊のビジネス化を推進したい。 ③ 儲けは少額で良い。（趣味の延長程度）

︡ ④ 宿泊・食事・体験（交流・買い物含む）の３本柱を磨き上げ
たい。

④ 宿泊・食事・体験の中の一部を磨きたい。

⑤ 滞在型観光（滞在時間が長い、泊りに繋がるコンテンツの
磨き上げ）を推進したい。

⑤ 通過型観光（滞在時間が短い、日帰り）を推進したい。

⑥ 宿泊・食事・体験において、 ϘϤϘπὌΥϥϺж˔ЀрГ
рБΥΚϥ。（ζάτ“Ψʾ Ϙϥ あり）

⑥ 宿泊・食事・体験において、泊まりまで繋がるキラー
コンテンツが不明。（そこに行く・泊まる必然性なし）

⑦ お客様目線。 ⑦ 地域目線(地域のエゴ)。

⑧ 農泊の取組実績があり、需要に対応しきれていない。 ⑧ 農泊の取組実績がほとんどない。

⑨ 料金設定を適切に行う。（お客様満足度を把握し、満足して
もらえる取組を行う）

⑨ 料金設定が不適切。（お客様満足度を把握しない、
満足してもらえる取組が分からない）

ӽρχ ὀ ➉ 地域協議会や中核法人が設立済み。又は設立が確実。 ➉ 地域協議会や中核法人が設立していない。又は設立の
見込みがない。

⑪ 関係団体や施設において複数人で役割分担を明確化し、
中核法人が中心となり各団体を束ねる。

⑪ 関係団体や施設において役割分担が不明確。
（何もかもほぼ1人で行っている。各団体がバラバラ）

⑫ 地域や役場と仲が良い。 ⑫ 地域や役場と仲が悪い。

⑬ 地域は、補助が無くても（やる気度合）農泊の取組をしたい。 ⑬ 地域は、補助が無ければ農泊の取組は行わない。

⑭ 地域や農林漁業者の顔が見え、地域が一丸となり、やる気が
ある。

⑭ 地域の顔が見えない。（見えるのは一部の人のみ）

Ⱨ ộ ⑮ 他の業務を抱えているが、農泊の事務を優先する。 ⑮ 事務をする人がいない。(調査依頼しても締め切りを
守らない、事業完了後も必要)
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